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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォーム

およびソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 MLDスヌーピングの設定に関する情報
スイッチ上でMulticast Listener Discovery（MLD）スヌーピングを使用して、スイッチドネッ
トワーク内のクライアントおよびルータに IP Version 6（IPv6）マルチキャストデータを効率
的に配信することができます。

MLDスヌーピングの概要
IPVersion4（IPv4）では、レイヤ2スイッチはインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）
スヌーピングを使用して、動的にレイヤ 2インターフェイスを設定することにより、マルチ
キャストトラフィックのフラッディングを抑制します。そのため、マルチキャストトラフィッ
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クは IPマルチキャストデバイスに対応付けられたインターフェイスにだけ転送されます。IPv6
では、MLDスヌーピングが同様の機能を実行します。MLDスヌーピングを使用すると、IPv6
マルチキャストデータは VLAN（仮想 LAN）内のすべてのポートにフラッディングされるの
ではなく、データを受信するポートのリストに選択的に転送されます。このリストは、IPv6マ
ルチキャスト制御パケットをスヌーピングすることにより構築されます。

MLDは IPv6マルチキャストルータで使用されるプロトコルで、ルータに直接接続されたリン
ク上のマルチキャストリスナー（IPv6マルチキャストパケットを受信するノード）の存在、
および隣接ノードを対象とするマルチキャストパケットを検出します。MLDは IGMPから派
生しています。MLDバージョン 1（MLDv1）は IGMPv2と、MLDバージョン 2（MLDv2）は
IGMPv3とそれぞれ同等です。MLDは Internet ControlMessage Protocolバージョン 6（ICMPv6）
のサブプロトコルです。MLDメッセージは ICMPv6メッセージのサブセットで、IPv6パケッ
ト内で先頭の Next Header値 58により識別されます。

スイッチは、次の 2つのバージョンのMLDスヌーピングをサポートします。

• MLDv1スヌーピング：MLDv1制御パケットを検出し、IPv6宛先マルチキャストアドレ
スに基づいてトラフィックのブリッジングを設定します。

• MLDv2基本スヌーピング（MBSS）：MLDv2制御パケットを使用して、IPv6宛先マルチ
キャストアドレスに基づいてトラフィックの転送を設定します。

スイッチはMLDv1プロトコルパケットとMLDv2プロトコルパケットの両方でスヌーピング
でき、IPv6宛先マルチキャストアドレスに基づいて IPv6マルチキャストデータをブリッジン
グします。

スイッチは、IPv6送信元および宛先マルチキャストアドレスベースの転送を設定するMLDv2
拡張スヌーピングをサポートしません。

（注）

MLDスヌーピングは、グローバルまたは VLAN単位でイネーブルまたはディセーブルに設定
できます。MLDスヌーピングがイネーブルの場合、VLAN単位の IPv6マルチキャストアドレ
ステーブルはソフトウェアおよびハードウェアで構築されます。その後、スイッチはハード

ウェアで IPv6マルチキャストアドレスに基づくブリッジングを実行します。

MLDメッセージ

MLDv1は、次の 3種類のメッセージをサポートします。

• Listener Query：IGMPv2クエリーと同等で、General QueryまたはMulicast-Address-Specific
Query（MASQ）のいずれかになります。

• Multicast Listener Report：IGMPv2レポートと同等です。

• Multicast Listener Doneメッセージ：IGMPv2 Leaveメッセージと同等です。

MLDv2では、MLDv1レポートおよび Doneメッセージに加えて、MLDv2クエリーおよび
MLDv2レポートもサポートします。
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メッセージの送受信の結果生じるメッセージタイマーおよびステート移行は、IGMPv2メッ
セージの場合と同じです。リンクに対してローカルで有効な IPv6送信元アドレスを持たない
MLDメッセージは、MLDルータおよびMLDスイッチで無視されます。

MLDクエリー

スイッチはMLDクエリーを送信し、IPv6マルチキャストアドレスデータベースを構築し、
MLDグループ固有クエリー、MLDグループおよび送信元固有クエリーを生成して、MLDDone
メッセージに応答します。また、スイッチはレポート抑制、レポートプロキシング、即時脱退

機能、およびスタティックな IPv6マルチキャストグループアドレス設定もサポートします。

MLDスヌーピングがディセーブルの場合、すべてのMLDクエリーが入力VLANでフラッディ
ングされます。

MLDスヌーピングがイネーブルの場合、受信されたMLDクエリーが入力VLANでフラッディ
ングされ、クエリーのコピーはCPUに送信され、処理されます。MLDスヌーピングでは、受
信されたクエリーから IPv6マルチキャストアドレスデータベースを構築します。MLDスヌー
ピングは、マルチキャストルータポートを検出して、タイマーを維持し、レポート応答時間

を設定します。また、VLANのクエリア IP送信元アドレス、VLAN内のクエリアポートを学
習して、マルチキャストアドレスエージングを維持します。

IPv6マルチキャストルータが Catalyst 6500スイッチであり、拡張VLAN（範囲 1006～ 4094）
を使用する場合、Catalyst 2960、2960-S、2960-C、2960-X、または 2960-CXスイッチが VLAN
上でクエリーを受信できるようにするため、IPv6 MLDスヌーピングを Catalyst 6500スイッチ
の拡張VLANでイネーブルにする必要があります。標準範囲VLAN（1～ 1005）の場合、IPv6
MLDスヌーピングを Catalyst 6500スイッチの VLANでイネーブルにする必要はありません。

（注）

グループがMLDスヌーピングデータベースに存在する場合、スイッチはMLDv1レポートを
送信して、グループ固有のクエリーに応答します。このグループが不明の場合、グループ固有

のクエリーは入力 VLANにフラッディングされます。

ホストがマルチキャストグループから脱退する場合、MLDDoneメッセージ（IGMPLeaveメッ
セージと同等）を送信できます。スイッチがMLDv1Doneメッセージを受信した際に、即時脱
退がイネーブルでなければ、スイッチはメッセージを受信したポートにMASQを送信して、
ポートに接続する他のデバイスがマルチキャストグループに残る必要があるかどうか判別しま

す。

マルチキャストクライアントエージングの堅牢性

クエリー数に基づいて、アドレスからのポートメンバーシップの削除を設定できます。1つの
アドレスに対するメンバーシップからポートが削除されるのは、設定された数のクエリーに関

してポート上のアドレスに対するレポートがない場合のみです。デフォルトの回数は 2回で
す。
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マルチキャストルータ検出

IGMPスヌーピングと同様に、MLDスヌーピングでは次の特性を持つマルチキャストルータ
検出を行います。

•ユーザにより設定されたポートには、期限切れがありません。

•ダイナミックなポート学習は、MLDv1スヌーピングクエリーおよび IPv6 PIMv2パケット
により行われます。

•複数のルータが同じレイヤ2インターフェイス上にある場合、MLDスヌーピングではポー
ト上の単一のマルチキャストルータ（直前にルータ制御パケットを送信したルータ）を追

跡します。

•マルチキャストルータポートのダイナミックなエージングは、デフォルトタイマーの 5
分に基づきます。ポート上で制御パケットが 5分間受信されない場合、マルチキャスト
ルータはルータのポートリストから削除されます。

• IPv6マルチキャストルータ検出が実行されるのは、MLDスヌーピングがスイッチでイ
ネーブルの場合のみです。

•受信された IPv6マルチキャストルータ制御パケットは、スイッチでMLDスヌーピング
がイネーブルかどうかにかかわらず、常に入力 VLANにフラッディングされます。

•最初の IPv6マルチキャストルータポートが検出された後は、不明の IPv6マルチキャス
トデータは、検出されたルータポートに対してのみ転送されます（それまでは、すべて

の IPv6マルチキャストデータは入力 VLANにフラッディングされます）。

MLDレポート

MLDv1 joinメッセージは、本質的には IGMPv2と同じように処理されます。IPv6マルチキャ
ストルータが VLANで検出されない場合は、レポートが処理されないか、またはスイッチか
ら転送されません。IPv6マルチキャストルータが検出され、MLDv1レポートが受信される
と、IPv6マルチキャストグループアドレスが VLANのMLDデータベースに入力されます。
その後、VLAN内のグループに対するすべての IPv6マルチキャストトラフィックが、このア
ドレスを使用して転送されます。MLDスヌーピングがディセーブルの場合、レポートは入力
VLANでフラッディングされます。

MLDスヌーピングがイネーブルの場合は、MLDレポート抑制（リスナーメッセージ抑制）は
自動的にイネーブルになります。レポート抑制により、スイッチはグループで受信された最初

のMLDv1レポートを IPv6マルチキャストルータに転送します。グループのそれ以降のレポー
トはルータに送信されません。MLDスヌーピングがディセーブルの場合は、レポート抑制が
ディセーブルになり、すべてのMLDv1レポートは入力 VLANにフラッディングされます。

スイッチは、MLDv1プロキシレポーティングもサポートします。MLDv1 MASQが受信され
ると、スイッチに他のポートのグループが存在する場合、およびクエリーを受信したポートと

アドレスの最後のメンバポートが異なる場合は、スイッチはクエリーを受信したアドレスに関

するMLDv1レポートで応答します。
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MLD Doneメッセージおよび即時脱退

即時脱退機能がイネーブルの場合にホストがMLDv1 Doneメッセージ（IGMP Leaveメッセー
ジと同等）を送信すると、Doneメッセージを受信したポートはグループからただちに削除さ
れます。VLANで即時脱退をイネーブルにする場合は（IGMPスヌーピングと同様に）、ポー
トに単一のホストが接続されている VLANでのみこの機能を使用します。ポートがグループ
の最後のメンバである場合、グループも削除され、検出された IPv6マルチキャストルータに
脱退情報が転送されます。

VLANで即時脱退がイネーブルでない場合に（1つのポート上にグループのクライアントが複
数ある場合）、Doneメッセージがポートで受信されると、このポートでMASQが生成されま
す。ユーザは、既存アドレスのポートメンバーシップが削除される時期をMASQ数の観点か
ら制御できます。アドレスに対するメンバーシップからポートが削除されるのは、設定された

数のクエリーに関してポート上のアドレスに対するMLDv1レポートがない場合です。

生成されるMASQ数は、ipv6 mld snooping last-listener-query countグローバルコンフィギュ
レーションコマンドにより設定されます。デフォルトの回数は 2回です。

MASQは、Doneメッセージが送信された IPv6マルチキャストアドレスに送信されます。ス
イッチの最大応答時間内にMASQで指定された IPv6マルチキャストアドレスにレポートが送
信されなければ、MASQが送信されたポートは IPv6マルチキャストアドレスデータベースか
ら削除されます。最大応答時間は、ipv6mld snooping last-listener-query-intervalグローバルコ
ンフィギュレーションコマンドにより設定します。削除されたポートがマルチキャストアド

レスの最後のメンバである場合は、マルチキャストアドレスも削除され、スイッチは検出され

たマルチキャストルータすべてにアドレス脱退情報を送信します。

トポロジ変更通知処理

ipv6 mld snooping tcn query solicit グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、
トポロジ変更通知（TCN）送信請求をイネーブルにすると、MLDv1スヌーピングは、設定さ
れた数のMLDv1クエリーによりすべての IPv6マルチキャストトラフィックをフラッディン
グするよう VLANに設定してから、選択されたポートにのみマルチキャストデータの送信を
開始します。この値は、ipv6 mld snooping tcn flood query count グローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用して設定します。デフォルトでは、2つのクエリーが送信されます。ス
イッチが VLAN内の STPルートになる場合、またはスイッチがユーザにより設定された場合
は、リンクに対してローカルで有効な IPv6送信元アドレスを持つMLDv1グローバル Done
メッセージも生成されます。これは IGMPスヌーピングの場合と同じです。
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IPv6 MLDスヌーピングの設定方法

MLDスヌーピングのデフォルト設定
表 1 : MLDスヌーピングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

ディセーブルMLDスヌーピング（グローバル）

イネーブルVLAN MLDスヌーピングが実行されるため
には、MLDスヌーピングがグローバルにイネーブルで
ある必要があります。

MLDスヌーピング（VLAN単位）

未設定IPv6マルチキャストアドレス

未設定IPv6マルチキャストルータポート

ディセーブルMLDスヌーピング即時脱退

グローバル：2、VLAN単位：0

VLAN値はグローバル設定を上書きします。
VLAN値が 0の場合、VLANはグローバル数
を使用します。

（注）

MLDスヌーピングの堅牢性変数

グローバル：2、VLAN単位：0

VLAN値はグローバル設定を上書きします。
VLAN値が 0の場合、VLANはグローバル数
を使用します。

（注）

最後のリスナークエリーカウント

グローバル：1000（1秒）、VLAN：0

VLAN値はグローバル設定を上書きします。
VLAN値が 0の場合、VLANはグローバルの
インターバルを使用します。

（注）

最後のリスナークエリーインターバ

ル

ディセーブルTCNクエリー送信請求

2TCNクエリーカウント

イネーブルMLDリスナー抑制
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MLDスヌーピング設定時の注意事項
MLDスヌーピングの設定時は、次の注意事項に従ってください。

• MLDスヌーピングの特性はいつでも設定できますが、設定を有効にする場合は、 ipv6mld
snoopingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してMLDスヌーピングを
グローバルにイネーブルにする必要があります。

• IPv6マルチキャストルータが Catalyst 6500スイッチであり、拡張 VLAN（範囲 1006～
4094）を使用する場合、スイッチが VLAN上でクエリーを受信できるようにするため、
IPv6 MLDスヌーピングを Catalyst 6500スイッチの拡張 VLANでイネーブルにする必要が
あります。標準範囲 VLAN（1～ 1005）の場合、IPv6 MLDスヌーピングを Catalyst 6500
スイッチの VLANでイネーブルにする必要はありません。

• MLDスヌーピングと IGMPスヌーピングは相互に独立して動作します。スイッチで両方
の機能を同時にイネーブルにできます。

•スイッチまたはスイッチスタックに保持可能なアドレスエントリの最大数は 1000です。

スイッチでのMLDスヌーピングのイネーブル化またはディセーブル化
デフォルトでは、IPv6 MLDスヌーピングはスイッチではグローバルにディセーブルで、すべ
ての VLANではイネーブルです。MLDスヌーピングがグローバルにディセーブルの場合は、
すべての VLANでもディセーブルです。MLDスヌーピングをグローバルにイネーブルにする
と、VLAN設定はグローバル設定を上書きします。つまり、MLDスヌーピングはデフォルト
ステート（イネーブル）の VLANインターフェイスでのみイネーブルになります。

VLAN単位またはVLAN範囲でMLDスヌーピングをイネーブルおよびディセーブルにできま
すが、MLDスヌーピングをグローバルにディセーブルにした場合は、すべての VLANでディ
セーブルになります。グローバルスヌーピングがイネーブルの場合、VLANスヌーピングを
イネーブルまたはディセーブルに設定できます。

スイッチでグローバルにMLDスヌーピングをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Switch> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチでMLDスヌーピングをイネーブルにしま
す。

ipv6 mld snooping

例：

ステップ 3

Switch(config)# ipv6 mld snooping

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Switch(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Switch(config)# copy running-config startup-config

OS（オペレーティングシステム）をリロードしま
す。

reload

例：

ステップ 6

Switch(config)# reload

VLANに対するMLDスヌーピングのイネーブル化またはディセーブル
化

VLANでMLDスヌーピングをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Switch> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチでMLDスヌーピングをイネーブルにしま
す。

ipv6 mld snooping

例：

ステップ 3

Switch(config)# ipv6 mld snooping

VLANでMLDスヌーピングをイネーブルにします。
指定できるVLAN IDの範囲は 1～ 1001および 1006
～ 4094です。

ipv6 mld snooping vlan vlan-id

例：

Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1

ステップ 4

VLANスヌーピングをイネーブルにするに
は、MLDスヌーピングがグローバルにイ
ネーブルである必要があります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1

スタティックなマルチキャストグループの設定

ホストまたはレイヤ 2ポートは、通常マルチキャストグループにダイナミックに加入します
が、VLANに IPv6マルチキャストアドレスおよびメンバポートをスタティックに設定するこ
ともできます。

マルチキャストグループのメンバとしてレイヤ2ポートを追加するには、次の手順を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Switch> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストグループのメンバとしてレイヤ 2
ポートにマルチキャストグループを設定します。

ipv6 mld snooping vlan vlan-id static
ipv6_multicast_address interface interface-id

例：

ステップ 3

• vlan-idは、マルチキャストグループの VLAN
IDです。指定できる VLAN IDの範囲は 1～
1001および 1006～ 4094です。

Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1 static
FF12::3 interface gigabitethernet
0/1

• ipv6_multicast_addressは、128ビットのグルー
プ IPv6アドレスです。このアドレスはRFC2373
で指定された形式でなければなりません。

• interface-idは、メンバポートです。物理イン
ターフェイスまたはポートチャネル（1～ 48）
に設定できます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Switch(config)# end

スタティックメンバポートおよび IPv6アドレスを
確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 5

• show ipv6 mld snooping address
• show ipv6 mld snooping address vlan vlan-id

例：

Switch# show ipv6 mld snooping address

または

Switch# show ipv6 mld snooping vlan 1

MLD即時脱退のイネーブル化
MLDv1即時脱退をイネーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Switch> enable

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

VLANインターフェイスでMLD即時脱退をイネー
ブルにします。

ipv6 mld snooping vlan vlan-id immediate-leave

例：

ステップ 3

Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1
immediate-leave

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Switch(config)# end

VLANインターフェイス上で即時脱退がイネーブル
になっていることを確認します。

show ipv6 mld snooping vlan vlan-id

例：

ステップ 5

Switch# show ipv6 mld snooping vlan 1

MLDスヌーピングクエリーの設定
スイッチまたはVLANにMLDスヌーピングクエリの特性を設定するには、次の手順を実行し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Switch> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

（任意）スイッチが一般クエリーに応答しないリス

ナー（ポート）を削除する前に、送信されるクエ

ipv6 mld snooping robustness-variable value

例：

ステップ 3

リー数を設定します。指定できる範囲は 1～ 3で
す。デフォルトは 2です。

Switch(config)# ipv6 mld snooping
robustness-variable 3

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）VLAN単位でロバストネス変数を設定し
ます。これにより、MLDレポート応答がない場合

ipv6 mld snooping vlan vlan-id robustness-variable
value

例：

ステップ 4

にマルチキャストアドレスがエージングアウトさ

れるまでに、MLDスヌーピングが送信する一般クSwitch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1
robustness-variable 3 エリー数が決定されます。指定できる範囲は 1～ 3

です。デフォルトは 0です。0に設定すると、使用
される数はグローバルな堅牢性変数の値になりま

す。

（任意）MLDクライアントがエージングアウトさ
れる前にスイッチが送信するMASQ数を設定しま

ipv6 mld snooping last-listener-query-count count

例：

ステップ 5

す。指定できる範囲は 1～ 7です。デフォルトは 2
です。クエリーは 1秒後に送信されます。

Switch(config)# ipv6 mld snooping
last-listener-query-count 7

（任意）VLAN単位でラストリスナークエリーカ
ウントを設定します。この値はグローバルに設定さ

ipv6 mld snooping vlan vlan-id
last-listener-query-count count

例：

ステップ 6

れた値を上書きします。指定できる範囲は1～7で
す。デフォルトは 0です。0に設定すると、グローSwitch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1

last-listener-query-count 7 バルなカウント値が使用されます。クエリーは1秒
後に送信されます。

（任意）スイッチがMASQを送信したあと、マル
チキャストグループからポートを削除するまで待

ipv6 mld snooping last-listener-query-interval 間隔

例：

ステップ 7

機する最大応答時間を設定します。指定できる範囲
Switch(config)# ipv6 mld snooping
last-listener-query-interval 2000 は、100～32,768ミリ秒です。デフォルト値は1000

（1秒）です。

（任意）VLAN単位で last-listenerクエリーインター
バルを設定します。この値はグローバルに設定され

ipv6 mld snooping vlan vlan-id
last-listener-query-interval interval

例：

ステップ 8

た値を上書きします。指定できる範囲は、0～
32,768ミリ秒です。デフォルトは 0です。0に設定Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 1

last-listener-query-interval 2000 すると、グローバルな最後のリスナークエリーイ

ンターバルが使用されます。

（任意）トポロジ変更通知（TCN）をイネーブルに
します。これにより、VLANは設定された数のク

ipv6 mld snooping tcn query solicit

例：

ステップ 9

エリーに関する IPv6マルチキャストトラフィック
Switch(config)# ipv6 mld snooping tcn query
solicit すべてをフラッディングしてから、マルチキャスト

データをマルチキャストデータの受信を要求する

ポートに対してのみ送信します。デフォルトでは、

TCNはディセーブルに設定されています。

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）TCNがイネーブルの場合、送信されるTCN
クエリー数を指定します。指定できる範囲は 1～
10で、デフォルトは 2です。

ipv6 mld snooping tcn flood query count count

例：

Switch(config)# ipv6 mld snooping tcn flood query
count 5

ステップ 10

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 11

（任意）スイッチまたはVLANのMLDスヌーピン
グクエリア情報を確認します。

show ipv6 mld snooping querier [vlan vlan-id]

例：

ステップ 12

Switch(config)# show ipv6 mld snooping querier
vlan 1

MLDリスナーメッセージ抑制のディセーブル化
デフォルトでは、MLDスヌーピングリスナーメッセージ抑制はイネーブルに設定されていま
す。この機能がイネーブルの場合、スイッチはマルチキャストルータクエリーごとに 1つの
MLDレポートのみを転送します。メッセージ抑制がディセーブルの場合は、複数のマルチキャ
ストルータにMLDレポートが転送されます。

MLDリスナーメッセージ抑制をディセーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Switch> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

MLDメッセージ抑制をディセーブルにします。no ipv6 mld snooping listener-message-suppression

例：

ステップ 3

Switch(config)# no ipv6 mld snooping
listener-message-suppression

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンドまたはアクション

Switch(config)# end

IPv6 MLDスヌーピングレポート抑制がディセーブ
ルであることを確認します。

show ipv6 mld snooping

例：

ステップ 5

Switch# show ipv6 mld snooping

MLDスヌーピング情報の表示
ダイナミックに学習された、あるいはスタティックに設定されたルータポートおよび VLAN
インターフェイスのMLDスヌーピング情報を表示できます。また、MLDスヌーピング用に設
定された VLANの IPv6グループアドレスマルチキャストエントリを表示することもできま
す。

表 2 : MLDスヌーピング情報表示用のコマンド

目的コマンド

スイッチのすべての VLANまたは指定された VLANのMLDス
ヌーピング設定情報を表示します。

（任意）個々の VLANに関する情報を表示するには、vlanvlan-id
を入力します。指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001および
1006～ 4094です。

show ipv6 mld snooping
[vlan vlan-id]

ダイナミックに学習され、手動で設定されたマルチキャストルー

タインターフェイスの情報を表示します。MLDスヌーピングを
イネーブルにすると、スイッチはマルチキャストルータの接続先

であるインターフェイスを自動的に学習します。これらのイン

ターフェイスは動的に学習されます。

（任意）個々の VLANに関する情報を表示するには、vlanvlan-id
を入力します。指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001および
1006～ 4094です。

show ipv6 mld snooping
mrouter [vlan vlan-id]

VLAN内で直前に受信したMLDクエリーメッセージの IPv6アド
レスおよび着信ポートに関する情報を表示します。

（任意）vlanvlan-idを入力して、単一の VLAN情報を表示しま
す。指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001および 1006～ 4094
です。

show ipv6 mld snooping
querier [vlan vlan-id]

MLDスヌーピングの設定
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目的コマンド

すべての IPv6マルチキャストアドレス情報あるいはスイッチま
たは VLANの特定の IPv6マルチキャストアドレス情報を表示し
ます。

• countを入力して、スイッチまたは VLANのグループ数を表
示します。

• dynamicを入力して、スイッチまたは VLANのMLDスヌー
ピング学習済みグループ情報を表示します。

• userを入力して、スイッチまたは VLANのMLDスヌーピン
グユーザ設定グループ情報を表示します。

show ipv6 mld snooping
address [vlan vlan-id] [count
| dynamic | user]

指定のVLANおよび IPv6マルチキャストアドレスのMLDスヌー
ピングを表示します。

show ipv6 mld snooping
address vlan vlan-id
[ipv6-multicast-address]

MLDスヌーピングの設定例

スタティックなマルチキャストグループの設定：例

次に、IPv6マルチキャストグループをスタティックに設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 2 static FF12::3 interface gigabitethernet

1/0/1
Switch(config)# end

マルチキャストルータポートの設定：例

次に、VLAN 200にマルチキャストルータポートを追加する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 200 mrouter interface gigabitethernet

0/2
Switch(config)# exit

MLD即時脱退のイネーブル化：例
次に、VLAN 130でMLD即時脱退をイネーブルにする例を示します。

MLDスヌーピングの設定
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Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 130 immediate-leave
Switch(config)# exit

MLDスヌーピングクエリーの設定：例
次に、MLDスヌーピングのグローバルな堅牢性変数を 3に設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 mld snooping robustness-variable 3
Switch(config)# exit

次に、VLANのMLDスヌーピングの最後のリスナークエリーカウントを 3に設定する例を示
します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 mld snooping vlan 200 last-listener-query-count 3
Switch(config)# exit

次に、MLDスヌーピングの最後のリスナークエリーインターバル（最大応答時間）を 2000
（2秒）に設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 mld snooping last-listener-query-interval 2000
Switch(config)# exit

MLDスヌーピングの設定
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